
A 割合 B 割合 C 割合 D 割合

① 10 83% 2 17% 0 0% 0 0%

② 8 67% 4 33% 0 0% 0 0%

③ 10 83% 2 17% 0 0% 0 0%

④ 10 83% 2 17% 0 0% 0 0%

＜＜園の保育目標＞＞ ・ 健康で 明るい子

・ 約束を守り お友達と仲良く遊べる子

・ 物事に感謝できる 心豊かな子

・ 思いやり深く 心の広い子

＜＜園の保育方針＞＞ 大いなる愛情　「愛されることより、愛することを学ぶ」

思いやりの心　 「他人の喜びを自分の喜びと受け入れる心」

教育形成の土台作り　「生活習慣・しつけの習得」

知恵の心　 「今、何をすべきか判断できる正しい心」

A 割合 B 割合 C 割合 D 割合

① 12 100% 0 0% 0 0% 0 0%

② 11 92% 1 8% 0 0% 0 0%

③ 9 75% 3 25% 0 0% 0 0%

④ 9 75% 3 25% 0 0% 0 0%

A 割合 B 割合 C 割合 D 割合

① 5 42% 7 58% 0 0% 0 0%

② 11 92% 1 8% 0 0% 0 0%

③ 9 75% 3 25% 0 0% 0 0%

④ 9 75% 3 25% 0 0% 0 0%

⑤ 8 67% 4 33% 0 0% 0 0%

A 割合 B 割合 C 割合 D 割合

① 12 100% 0 0% 0 0% 0 0%

② 9 75% 3 25% 0 0% 0 0%

③ 11 92% 1 8% 0 0% 0 0%

④ 6 50% 6 50% 0 0% 0 0%

⑤ 10 83% 2 17% 0 0% 0 0%

A 割合 B 割合 C 割合 D 割合

① 7 58% 5 42% 0 0% 0 0%

② 8 67% 4 33% 0 0% 0 0%

③ 10 83% 2 17% 0 0% 0 0%

食材に興味を持ち、名前を覚えるような声掛けができた。

食事中のマナーを知り、守りながら楽しく食事ができる環境をつくっている。

V　食育

食材に興味を持ったり、苦手な食べ物にも挑戦しようとする工夫をしている。

身近な自然に触れる機会を用意し、季節感や豊かな感性を育む考慮をしている。

園児同士の関わりで、順番を守るなどの社会的ルールを身に付ける配慮をしている。

園児にわかりやすい温かな言葉遣いで穏やかに話をしている。

基本的生活習慣は園児の発達を考慮し、家庭と連携して状況に応じて対応している。

Ⅳ　保育内容・方法

全ての園児について、一人ひとりの最善の利益とその人権を尊重している。

屋外での活動の場があり、園児が安全に活動しやすい環境を整えている。

年齢の異なる園児が、触れ合えるような環境構成をしている。

園舎内や園庭は、園児が活動しやすい安全な環境を常に保持できている。

安心できる人的・物的環境をつくり「感覚」の働きを豊かにするように配慮している。

Ⅲ　保育環境

室内の温度、湿度、換気、照度等の適切な管理や感染症拡大防止策に務め、衛生的な保
育環境を保っている。

園児のしたいことや、興味のあることを取り入れられるようになっている。

子どもたちの年齢ごとの保育計画がある。

園の保育計画は、必要に応じて見直されている。

園の保育計画は、保育目標・保育方針を生かして作られている。

園の保育目標が子どもたちの中に生きている。

園の保育目標や保育方針は、本園の園児にとってふさわしいものになっている。

園の保育目標は、園の創立の理念を生かしている。

Ⅱ　保育計画

令和６年度　自己評価

幼稚園型認定こども園柏ひがし幼稚園

Ⅰ　保育目標・保育方針

園の保育目標や保育方針は分かりやすい。

A：とてもそう思う　B：どちらかといえばそう思う　Ｃ：どちらかといえばそう思わない　Ｄ：そう思わない



④ 7 58% 4 33% 1 8% 0 0%

A 割合 B 割合 C 割合 D 割合

① 11 92% 1 8% 0 0% 0 0%

② 12 100% 0 0% 0 0% 0 0%

③ 9 75% 3 25% 0 0% 0 0%

④ 5 42% 6 50% 1 8% 0 0%

⑤ 5 42% 6 50% 1 8% 0 0%

A 割合 B 割合 C 割合 D 割合

① 8 67% 4 33% 0 0% 0 0%

② 6 50% 5 42% 1 8% 0 0%

③ 4 33% 7 58% 1 8% 0 0%

④ 3 25% 6 50% 3 25% 0 0%

⑤ 8 67% 3 25% 1 8% 0 0%

A 割合 B 割合 C 割合 D 割合

① 7 58% 5 42% 0 0% 0 0%

② 5 42% 6 50% 1 8% 0 0%

A 割合 B 割合 C 割合 D 割合

① 11 92% 1 8% 0 0% 0 0%

② 8 67% 4 33% 0 0% 0 0%

③ 10 83% 2 17% 0 0% 0 0%

④ 8 67% 4 33% 0 0% 0 0%

⑤ 6 50% 6 50% 0 0% 0 0%

⑥ 10 83% 2 17% 0 0% 0 0%

事故災害時のマニュアルがあり、職員がすぐに見ることができる場所にある。

緊急時のために医療機関等の連絡先が明示されている。

保護者の意見をしっかりと聞き、適確に報告・連絡・相談をしている。

園の施設の安全点検、衛生管理をしっかり行っている。

園内で知り得た事柄について守秘義務を徹底している。

園長や主任・職員の役割分担と責任が明確にされ、園児や保護者への対応ができる体制
がある。

Ⅸ　運営管理

地域の人が、園のことに興味を持ったり、園の方針を理解したりする工夫をしている。

Ⅷ　地域住民や関係機関との連携

地域の人々とのあいさつや交流を大切にしている。

自己研修や機関研修に前向きに取り組んでいる。

保護者との信頼関係ができている。

子育て講演、情報提供を行っている。

保育参観やその他の行事を通して、保護者に保育を理解してもらう工夫をしている。

保護者の子育てについての相談にのっている。

子育て支援の内容について全員で話し合いをしている。

Ⅶ　子育て支援

園児の登降園時や電話、連絡帳を通して、園児の様子を保護者に伝えている。

全ての園児に平等に接するように心がけている。

園児にわかりやすい温かな言葉遣いで話をしている。

Ⅵ　保育士の役割・質向上

一人ひとりの園児をよく観察し、個性を生かすとともに、平等に接している。

野菜を育てる過程を楽しみ、収穫の喜びを味わい、達成感が得られるようにした。



１．今年度、特に力を入れて取り組んだ事や成果を上げた事は何ですか？ 

・個性が豊かな学年であり、とくに療育利用の園児も多く在籍していたが、一仲間、クラス

の 1 人としてどの行事にも、今もつ力を出し切って参加できるよう援助をしていった。

今ではお互いを認め合い助け合えるクラスになれたように感じる。子ども達の力を信じ

たクラス運営を行えたのは良かった。 

・研究会のテーマでもある「じゃんけん」の理解、遊びの広がりに力を入れ取り組みました。

年長児らしく難しすぎない中にも挑戦していける遊びができ（ビンゴ）、友だち同士協力

する様子も多く見られた。 

・一人ひとりとかかわり合い、その子に合った配慮や援助、声かけなどを行い、一人ひとり

に寄り添っていくこと。 

・クラス内にいる療育通いの子や、こだわりの強さがある子、気になる部分がある子の一年

の成長を感じることができた。 

・一人ひとりのかかわり方を、様々なやり方でかかわって、保育をすることができた。 

・持っているクラスの保護者との信頼関係をより深く築いていけるように努力をした。ま

た、クラス仲をより深めていけるような雰囲気づくりを意識して保育を行った。その結果、

子ども同士で“楽しい”を共有する姿が多く見られたように感じる。 

・園の流れ、やり方をとにかく覚える。 

・自分が経験してきたことを伝え、少しでもアドバイスできるようにする。 

・学年の子どもの様子に合った行事内容になるように話し合いを重ね、無理なく進めること

ができた。 

・１人ひとりが楽しく登園できるよう、不安な事や嫌な事があった時には、すぐに対応する

ようにした。 

・こいぬくらぶで、子どもたち全体を見ながらも１人１人と関わりを持ち活動を進められる

よう意識して取り組んだ。 

・異年齢児と触れ合う中で、遊びの発展へ繋げていけるように、環境構成を考えていくよう

に心がけた。 

・子どもたちや担任の先生が活動しやすいように準備や片付けなどを進めるようにした。 

 

 

 

２．今年度、なかなか成果を上げることができなかった事はありましたか 

・保護者と同じ方向を向けているようで、思いが伝わっていないと感じる場面も多く、年々

「発達ゆっくり」な園児の行事参加、保育参加のやり方に悩んでしまう。自己満足になら

ないよう、一人ひとりが成長できるよう、援助をしていく難しさを感じている。 

・縄跳びにおいては、興味がある子と苦手でなかなか挑戦までに自分から行けない子との差

が大きくあった。 



・フリーとしての全体活動の動きが積極的に動いたり、気付くことが難しかった。各クラス

や個別のかかわりが多かった為、行事全体の把握など、ぬけていることがあった。 

・個別の対応に力を入れる事は出来たが、全体での活動をもう少し取り入れていきたかっ

た。 

・療育に通っている子どもや援助を必要とする子どもに対して、手立てを立てていくことが

難しく感じた。また、そういった子どもの保護者への伝え方や気持ちの寄り添い方をもっ

と模索していく必要があると感じた。 

・早め早めに用意するなど、後々余裕を持てるようにすること。なかなか覚えられず同じこ

とを何度も教えてもらう。 

・行事のねらいや目標が保護者の方に伝わりきらなかったように感じる。 

・気になる子や暴言など言う子に対して、都度対応をしてきたが、あまり成果がなかったよ

うに感じた。 

・フリーとして全体を見て行動をすること。先のことを意識して動くこと。 

・先を見通して、考えて行動していくこと。 

・日々、時間ややることに追われバタバタとしていた。もっと余裕を持って行動していきた

いと思った。 

 

 

 

３．（２）について、来年度はどのように取り組もうと思いますか 

・正解のないものなので、あきらめずに家庭との連携を行っていきたいと思うが、自分の中

でもきちんとした保育観をしっかりと持ち、自分の意志として伝えられるようになって

いきたいと感じる。しっかりとアンテナをはり、日々変化している日常、保育を見落とさ

ないよう、勉強していきたい。 

・定期的にやれるよう言葉掛けはしていたので、引き続き行っていくとともに、お互いに見

て励まし合えるよう一覧表のような物を使ってみてもよいのかと思うので、保育者間で

相談してみたい。 

・全体的な事をしっかりと把握した上で、積極的に動き、職員や子どもたちのサポートを行

っていきたい。細かいところにも気付き配慮できるようにしていく。 

・クラス内の状況をよく見て、活動内容を考えていきたいと思った。 

・療育先との密な連携や、子どもの特性をしっかりと理解してその子どもに合った援助を的

確に行えるようにしていきたい。 

・人に言われる前に、自分から伝えたり聞いたりして動けるようにする。 

 



 

 

 

 

 

学校関係者評価 

（評価対象 令和 6 年度） 
 

 

 

 

幼稚園型認定こども園柏ひがし幼稚園 

開催日時 令和 7 年 2 月 21 日 

 

 

 

 

 

令和６年度評価委員 

富勢西小学校校長、布施新町町会関係者、柏ひがし幼稚園保護者 

 

 

 
















